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著者 松本隆二 他 

 

調査地域 埼玉県 

 

調査時期 2002年 

 

調査対象 全年齢           

 

依頼数 3000世帯 

有効回答数 2368世帯（7395人） 

有効回答率 78.9％ 

 

診断方法 自己申告（医師診断） 

 

有症率 4.4％ 

男女別有症率 男：4.4％、女：4.4％ 

 

調査概要 埼玉県定住世帯とその家族を対象としアレルギー疾患の実態と生活環境の 

  関連を調査した論文。食物アレルギーの有症率に男女差はなく、0～9歳で 

  最も多く、60歳以上で低かった。集合住宅群は戸建て群に比べ優位に有症率が

  高かった。 

 

   


